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2026年２月19日 
各位 
 
 
 
 

 
IV BCVの用途特許の登録 

米国において2044年までの排他性を確保 
 

シンバイオ製薬株式会社（以下、シンバイオ製薬）は、IV BCV（注射剤ブリンシドホビル）

の造血幹細胞移植後のアデノウイルス感染症に関する新たな用途特許について、米国特許

商標庁より特許登録がされた旨の通知がありましたのでお知らせいたします。それにより

特許権が発生し、米国は 2044 年まで排他性が確保されます。欧州においても特許査定を取

得済みです。既に日本においては特許登録は完了しており、2043 年まで排他性が確保され

ています。 
 
本用途特許は、造血幹細胞移植後アデノウイルス感染症に対する IV BCV の臨床上の用法

用量等を対象としたものです。本特許は、新薬の製造販売承認取得後に当該医薬品の添付文

書（ラベル）に記載されることが見込まれる用法・用量その他の適正使用情報を対象とする

ものであり、強い法的保護が確保されます。IV BCV の製剤特許に加え、日本、米国、欧州

において排他的保護期間を確保することになります。 
 
BCV を用いたアデノウイルス感染症に対する現在進行中の第Ⅲ相臨床試験の詳細につきま

しては、2025 年６月 30 日付の当社プレスリリースをご参照ください（リンク：移植後アデ

ノウイルス感染症を対象とした注射剤ブリンシドフォビルグローバル第 III 相臨床試験開

始に向けて、治験申請を完了）。 
 
当社は、疾患ごとの臨床使用実態（添付文書に記載される事項を含む）を見据えた用途特許

の確保を進めることで、適応症ごとの排他的保護期間を延長・強化し、IV BCV の事業価値

の最大化を図ってまいります。 
 
シンバイオ製薬は、未だ満たされていない重要な医療ニーズに応えるため、BCVの一日も

早い実用化に向け開発および事業展開を加速してまいります。 
 
本件による 2026 年 12 月期の連結業績への影響はありません。 
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注記 
（注１）IV BCV アデノウイルス適応の用途特許の概要 
【特許権者】シンバイオ製薬 
【有効期限】日本：2043年８月７日（特許番号7,417,339） 

米国：2044年５月６日（特許番号12,544,392） 
【目的】アデノウイルス感染症治療を目的とするIV BCVの用法用量 
 
(注２）IV BCV製剤特許の概要 
日本（特許番号6,878,473、7,221,485、7,407,984）、欧州（特許番号3,474,822）、米国（特

許番号12,485,131） 
【特許権者】エマージェント社 
【有効期限】2037年６月28日 
【目的】静脈内投与用ブリンシドビルの製剤 
 
３本の治療領域を柱としたBCVの事業戦略 
シンバイオ製薬は2019年９月、BCVのグローバルライセンスを取得して以来、３つの治療

領域において、そのポテンシャルを掘り起こすことを目的として世界最高レベルの研究機

関と共同研究を進めてきました。現在、対象疾患領域として、第１の柱である造血幹細胞移

植後のウイルス感染症領域をはじめ、第２の柱として血液がん・固形がん領域、第３の柱と

して脳神経変性疾患領域の３治療領域を中心に経営資源を集中して開発を進め、既に８件

の特許を出願しており、さらには希少疾病用医薬品指定（ODD）等の規制戦略とを多層的

に組み合わせることで、パイプライン価値の最大化を目指します。 
 


